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評価の項目 今年度の重点目標 具体的取組 主担当 現状及び取組状況 評価の観点
実現状況の

達成度判断基準
備考

判定結果
（中間）

判定結果
（最終）

次年度への改善策

学力向上に向けた組織的取組

・全国学力・学習状況調査および県基礎学力調査の自校採点・検証を行い，組織的・機動的に
PDCAサイクルを回す。
・各調査問題や「スマートスクールネット～活用力をはかる評価問題～」を積極的に活用した授業改
善を進める。
・定期テストで各調査問題（類似問題）等を活用し，学力定着の様子を確認する。

教務主任 知識・技能を活用した学力の定着に課題がある。
各調査問題（類似問題）等出題の定期テストにおける、目標
正答率に対する正答率の割合。（国社数理英の平均）

A 80%以上
B 70%以上
C 60%以上
D 60%未満

・各学力調査，県評価問題，定期
テスト
・Ｃ，Ｄの時は，向上のための具
体策を教科部会（国社数理英）に
おいて検討する。

A 82.2％ A92.2%

・学力調査の分析結果をもとにした重点指導項目や、そ
れを踏まえた定期テストでの検証問題を意識した取り組
みを継続し、さらにPDCAサイクルを効果的に回してい
く。また、各教科の分析・活用シートがさらに日々の授業
改善につながる有効なものになるようさらに改善してい
く。

生徒が主体的・対話的で深い学
びの具現化を目指した授業改善

・単元のゴールを生徒が見据え，自走できる仕掛けづくりを進める。
・自分事として学習に向き合うためのユニバーサルな授業構築（ラーンユニット）を進める。

研究主任 対話を通して協働できる環境作りが必要である。
ＳｃＴＮによる「授業では『授業を進めるのは，先生ではなく
て，自分だ』と思いながら学んでいる」との肯定的な回答割
合。

A 80%以上
B 70%以上
C 60%以上
D 60%未満

・Ｃ，Ｄの時は，向上のための具
体策を教科部会（全教科）におい
て検討する。

D
43.5%

D
46.2%

委ねる学びやラーンユニットを意識して授業改
善していけるよう、授業の互見週間を設ける。

②生徒指導
※いじめの未然防止

・情報共有から行動実践へとつな
がる組織的体制の進展
・生徒が安心して学校生活を送る
ことができる環境づくり

・生徒指導委員会や生徒支援委員会，各学年会等からの生徒情報を迅速に共有し，組織的な対応を
進める。
・事例検討会（ケース会議を含む）や校内研修，を通して指導体制を見直し、改善していく。

生徒指導主事
情報共有を踏まえた対応が組織的に行われており，
より複雑化する課題に対して個別化，多様化した対
応が求められる。

・教職員アンケート「問題行動時の組織的対応の体制が整っ
ている」との肯定的な回答割合。
・ＳｃＴＮによる「いまの学級のメンバーなら，協力して，自分
も他の人も全員が居心地のよい学級がつくれると思う」と
の肯定的な回答割合。

A ９0%以上
B ８0%以上
C ７0%以上
D 60%未満

・評価の観点のうちいずれかで
もＣ，Ｄの時は，向上のための具
体策を生徒指導委員会及び生徒
支援委員会において検討する。

A 100％

B　８５％

A　100％

B　　84％

・トラブルはおきるということを前提に、きちんと事実確
認を双方から行い、対応をしていくこと。解決をあせるこ
となく、事実から対応を協議していくことがより多雪にな
ると感じる。
・行事等を通して、少数派の生徒の視点や思いを想像し、
どのようにすればみんなが楽しむことのできる片中にし
ていけるか、その感性を高めていけるように日々のかか
わり続けていく。

③キャリア教育・進路指導

自ら進路選択する資質や態度，
能力の育成

第１学年：人間関係づくり，「仕事」の意義について学習を進める。
第２学年：ＳＤＧｓとSｗCo.を通した「誰ひとり取り残さない」社会の構築についての学習環境を整
える。
第３学年：ライフプランニングを通して，自分にふさわしい人生設計と進路選択を支援する。

進路指導主事
生き方や夢，目標を自分事として描こうとしている
生徒が多数を占めるが，さらに具体的な意識の向上
が求められる。

生徒・生活アンケート「将来の夢や目標を持っている」との
肯定的な回答割合。

A 80%以上
B 70%以上
C 60%以上
D 60%未満

・Ｃ，Ｄの時は，向上のための具
体策を進路指導主事と各学年進
路指導担当において検討する。

B 77.9%
C

66.4%

1学期と比較すると，1年生で20ポイント，2年生で7ポイ
ント，3年生で4ポイントの減少が見られた。今後は，片中
トークなどの対話的な活動を通して，生徒同士が将来に
ついて考え，話し合う機会を意図的に増やすとともに，総
合的な学習の時間での学びを自らの将来と関連付けて
振り返る活動を充実させていく必要がある。

④保健管理

基本的生活習慣の定着
生徒保健委員会の活動等を通して，正しい生活習慣に関する知識を広めていく。また，学校保健委
員会の取組において，家庭教育委員会と協力し基本的生活習慣の定着につなげる。

保健主事

むし歯の治療率はよくなってきているが，春の検診
で再びむし歯になっている生徒が多い。ＳＮＳやオン
ラインゲームの影響などで睡眠時間が少なくなった
り、心や体の不調を訴える生徒がいる。

・むし歯の治療率
A 80%以上
B 70%以上
C 60%以上
D 60%未満

・Ｃ，Ｄの時は，向上のための具
体策を生き方向上チームにおい
て検討する。

D 24%
B

70.6%

健診後の治療について、１回目の治療勧告を生
徒に渡しているが治療率が低い。そのため保護
者へ直接、懇談会等を通して働きかけたところ
治療率が上がってきた。今後、生徒への意識づ
けと同時に保護者へ治療の理解を得る方法を考
えていくことが必要。

交通マナーへの意識向上
・下校時に自転車等の交通安全指導を定期的に行い，交通マナーへの意識を高める。
・警察と連携した自転車検定を実施し，自転車の乗り方や道路標識についての知識を深める。
・交通安全教室を実施し，事故の危険性を認識すると同時に自転車の安全な乗り方を身に付ける。

生徒指導主事

・並列走行や斜め横断，一時停止違反を行う生徒が
散見する。
・特に一斉下校時には，飛び出しや並列走行などの
情報が地域から寄せられる。

・生徒・生活アンケート「交通マナーを守って通学できてい
る」において肯定的な回答割合。

A 80%以上
B 70%以上
C 60%以上
D 60%未満

・Ｃ，Ｄの時は，向上のための具
体策を生徒指導主事と各学年交
通安全担当が検討する。

A　 97％ A94％

・肯定的な割合が多いが、交通安全の課題は依
然多い。グッドマナーキャンペーンやテスト期間
の休みなどの機会を捉えて、定期的に交通安全
への意識がもてるような働きかけを行っていく
必要がある。

危機管理に関する生徒の安全確
保

・年２回の避難訓練やシェイクアウトなどいろいろな場面を想定した避難訓練を実施し，防災教育に
取り組む。

避難訓練担当
校内の危険箇所を意識した避難訓練や臨機応変な
対応を要する防災教育が必要である。

教職員アンケート「職員が安全点検を適切に行い，実際の災
害を意識した避難訓練が行われた」との肯定的割合。

A 80%以上
B 70%以上
C 60%以上
D 60%未満

・Ｃ，Ｄの時は，向上のための具
体策を避難訓練担当が検討す
る。

A  １００％ A100％

・1学期に消防署立ち合いのもとに避難訓練を行った。夏
休みに火災報知器・消火器の使用について学んだ。2学
期は生徒とも話し合い、昼休みに訓練を行いより実践的
な訓練となった。2回の避難訓練を次年度も大切にして
いきたい。

⑥特別支援教育

支援を必要とする生徒を対象
に、個に応じた支援を行えるよう
支援体制を整える。

・支援シートや授業の様子をもとに支援が必要な生徒への見取りを行う。
・各学年会や生徒支援委員会,教育支援員,SC,SSRと連携して支援策を立てる。
・必要に応じて外部機関（子ども育成センター,専門相談,SSW等）に助言を求める。

特別支援
コーディネーター

学習や人間関係などに困り感をもっている生徒に対
して、個に応じたきめ細かい支援がより一層必要で
ある。

・教職員アンケート「個々に応じた支援に努めている」との
肯定的な回答割合。

A 80%以上
B 70%以上
C 60%以上
D 60%未満

・C，Dの時は、生徒支援委員会
で改善策を検討する。

A 100% A 100%

今後も支援委員会での情報交換などを中心に、個々の生
徒への対応を継続していく。専門相談やSCや外部との連
携をより密に行い、生徒・保護者の思いに応じていく必要
がある。通級希望の生徒については、手続きに時間がか
かるためできれば２学期初旬からすすめていけるよい。

⑦組織運営・業務改善

業務平準化と業務改善
・定時退庁日の強調により業務改善の意識を高める。
・時間外勤務時間80時間以上をゼロにするため業務の平準化を行う。
・時間外勤務時間１月45時間以内、１年について360時間以内に努める。

教頭
・協力，協働の意識が高まっている。
・定時退庁意識を高めていく必要がある。

教職員アンケート「働き方改革へ向けて業務改善を目指して
いる」「業務が平準化されている」との肯定的割合。

A 80%以上
B 70%以上
C 60%以上
D 60%未満

・Ｃ，Ｄの時は，教頭が個別聞き
取りを行い組織的改善を行う。

A　81％
A　81％

A　94％
B　75％

80時間以上をゼロにしていく取組をさらに進める。その
ために①見通しをもち、効率的に業務が行えるようにす
る。②校務DXにより作業時間を短縮する。③業務を見極
めて削減する。④業務が平準化されるように協力・協働
を推進していく。

⑧研修

教職員の資質向上を図るための
日常的，定期的な校内研修

・対話を通した学習意欲と学力向上を図るために，各教科･領域･学年で工夫している内容を提案授
業，研究授業，個別の指導計画等でわかる授業の実現を目指す。

研究主任

・教科の枠を越えた授業研究を実施している。
・生徒の学びが図られる環境をつくるよう模索して
いる。
・生徒が「委ねる学び」を体感でき，授業者が確実な
見取りを行うことが求められる。

ＳｃＴＮによる「授業では，自分の興味や関心に基づいて，自
分なりに問いや課題を立てて学んでいる」との肯定的な回
答割合。

A 80%以上
B 70%以上
C 60%以上
D 60%未満

・Ｃ，Ｄの時は，向上のための具
体策を学力向上チームにおいて
検討する。

D54.7% D54.3%
授業改善に向けた教科部会や校内研修を引き
続き行う。また、他校の研究授業に行かれた先
生方から情報を吸い上げて共有する。

⑨保護者，地域との連携

情報公開の充実を基盤にした保
護者・地域の方との密接な連携

・様々な方法や場面を活用し，学校の情報を随時発信する。（コドモン，ＨＰなど）
・学校運営協議会が生徒の様々な活動に関わる機会を増やしていく。

教頭

・学校の様子が伝わっていると評価している保護者
が多い。
・学校運営協議会の関わりが校内・校外を問わず増
加した。また，学校の環境作りにも大いに寄与してい
ただいている。

・保護者アンケート「コドモン，ＨＰ等によって学校の様子が
伝わった」との肯定的割合。

A 80%以上
B 70%以上
C 60%以上
D 60%未満

・評価の観点のうちいずれかで
もＣ，Ｄの時は，向上のための具
体策を運営員会において検討す
る。

A 90％ A 93％

・今年度は学年だよりもコドモン配信することとした。肯
定的割合が昨年度比5％アップしていることから学校の
様子がより伝わっていると考える。
・校内カフェを通して学校運営協議会をはじめとして地域
の方と生徒がコミュニケーションをとる機会が増えてき
ている。

⑩教育環境整備

授業等でのＩＣＴ活用の推進

・ＧＩＧＡ研修や積極的ＯＪＴ等を行うことにより教師が授業でさらに積極的に活用し，生徒がＩＣＴ機
器の適切活用を行えるようにしていく。
・あらゆる場面をとって，多様な生徒が学校生活に関われるよう環境を整える。（授業や集会の
meet配信など）

ＧＩＧＡ担当

校務における日常的使用や生徒が主体的に学ぶ授
業（学習方法の選択や，自分で進度を調整するなど）
づくりに取り組んだことで，生徒のコンピューター活
用能力が向上している反面，安全性や危険性の理解
が低いまま使用している現状がある。

・生徒生活アンケート「学習活動でPCなどのICT機器の適
切使用に心がけた」との肯定的な回答割合。

A 80%以上
B 70%以上
C 60%以上
D 60%未満

・Ｃ，Ｄの時は，向上のための具
体策をＧＩＧＡ担当（各学年）にお
いて検討する。

A 87% A82%

教員・生徒ともに授業等でのICT使用については日常的
になってきている。今後は生徒の適切な使用を目指すと
ともに、それに向けた指導を教員全体で統一して行って
いく。
・生徒用サイトの運用を中心として、授業時間以外でも効
果的にICTを活用する環境を整備していく。

学校関係者評価
・トークフォークダンスについては、子どもたちが自分の本音を話せる貴重な機会であるだけでなく、大人にとっても学ぶことの多い取り組みであるため、今後も継続できるとよい。
・ICTについては、時代の流れもあり、AIの活用も含めて学校教育において積極的に活用していってほしい。ただし、SNSを正しく利用する方法や情報モラルなど、親ではなかなか指導できない部分もあるため、学校においても継続的な指導をしてほしい。

 学　校　評　価　【　計　画　書　・　報　告　書　】

学校教育ビジョン
学校教育目標：「自律・対話・挑戦の意志を持って主体的に生きる生徒の育成」
目指す生徒像：「自ら考え，判断し，行動する生徒」「他者を尊重し，協働・対話する生徒」「豊かな発想で挑戦し続ける生徒」【校訓　自彊日新】
目指す教師像：「生徒が育つ学校をつくる教師」「安全で安心な学校をつくる教師」「生徒を支援する教師」【伴奏者という存在】

①教育課程・学習指導

⑤安全管理


